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七
月

一
日
、
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
の
初
日
に
、
第
四
回
筑
後
市
人

権
啓
発
推
進
大
会

（主
催

・
市
人
権
協
）
が
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
の
中
で
、
人
権
協
は

「身
元
調
査
る
こ
と
わ
り
運

動
」
の
推
進
を
強
く
呼
び
か
け
、
さ
ら
に

「身
元
調
査
を
し
な
い
、
さ
せ

な
い
、
許
さ
な
い
運
動
を
い
か
に
す
す
め
る
か
」
を
テ
ー
マ

（主
題
）
に

市
で
初
め
て
の
人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（討
論
会
）
を
行
い
ま
し
た
。

以
下
、
六
人
の
パ
ネ
ラ
ー

（意
見
を
述
べ
る
人
）
の
発
言
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

「身
元
調
査
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
運
動
」
を
ご

理
解
い
た
だ
い
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（運
動
方

針
は
、
下
段
に
掲
載
）

ち
の
就
職
保
障
が
同
和
問
題
解
決
の
中

心
課
題
で
あ
る
か
ら
な
る
さ
ら
で
す
。

ま
た
、
結
婚
に
つ
い
て
身
元
調
査
を

す
る
こ
と
は
深
刻
な
問
題
で
す
。
私
が

仲
人
を
し
た
と
き
、
三
年
が
か
り
で
説

得
し
た
が
、
要
は
関
係
者
の
自
党
と
決

意
が
大
切
だ
と
思
う
。

企
業
に
身
元
調
査
は
不
要

企
業
の
立
場
か
ら
―

藤
田
　
企
業
が
、
本
人
の
適
正

・
能
力

に
関
係
が
な
い
出
身
や
家
庭
の
事
情
な

ど
を
調
査
し
て
い
る
の
は
残
念
で
す
。

昔
は
、
本
人
に
多
少
の
問
題
が
あ
っ

て
も

「家
庭
の
事
情
が
わ
か
っ
て
い
る

方
が
安
心
だ
」
と
い
う
家
内
手
工
業
的

発
想
が
あ
っ
た
が
、
今
の

経
済
競
争
の
時
代
に
は
、

こ
ん
な
こ
と
は
企
業
に
は

通
用
し
ま
せ
ん
。
本
人
の

ェ、

適
正
に
全
く
関
係
の
な
い

身
元
調
査
を
し
て
、
親
の

嫌
離

こ
と
な
ど
を
調
査
し
て
も

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
運
動
を
成
功
さ
せ

る
に
は
、
身
元
調
査
の
原

因
と
な
る

「偏
見
」
を
取

り
除
く
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
啓
発

を
強
化
し
、
学
校
教
育
の

段
階
で
、
き
ち
ん
と
教
え

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

呼

ゾウムで「進め方」を討論―

津
留
　
本
国
は
、
差
別
の
な
い
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
の

一
環
と
し
て

「身
元
調

査
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い

運
動
を
い
か
に
す
す
め
る
か
」
を
テ
ー

マ
に
、
地
域
、
企
業
、
家
庭
、
障
害
者
、

被
差
別
部
落
、
学
者
の
代
表
者
の
方
に

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
パ
ネ
ラ
ー
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

六
人
の
パ
ネ
ラ
ー
の
皆
さ
ん
に
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
体
験
発
表
、
意
見
な

ど
、
発
言
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

自
覚
と
決
意
が
大
切

地
域
の
立
場
か
ら
―

近
本
　
か
つ
て
求
人
セ
ン
タ
ー
兼
結
婚

相
談
所
に
十
年
間
勤
務
し
た
が
、
そ
の

当
時
、
企
業
は
身
元
調
査
を
し
て
い
た
。

企
業
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
、
本
人

の
道
正

。
能
力
で
あ
っ
て
試
験
や
面
接

な
ど
で
わ
か
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
以
外

に
、
あ
え
て
身
元
調
査
を
す
る
こ
と
は

不
公
平
な
差
別
選
考
に
つ
な
が
り
、
許

せ
な
い
こ
と
で
す
。
同
和
地
区
の
人
た

INFO咸脇A110ヽ

パ
ネ
ラ
！

（発
言
順
）

同
和
問
題
を
考
え
る

地
域
住
民
の
会
代
表近

本
廣
次
さ
ん

丸
八
綿
本
社
総
務
部
長

藤
田
良
雄
さ
ん

主
　
　
婦
　
　
　
久
保
正
子
さ
ん

く
す
の
木
会
代
表

東
　
聖
二
さ
ん

部
落
解
放
同
盟
地
協
青
年
部
長

田
中
隆
雄
さ
ん

佐
賀
短
期
大
学
助
教
授

浅
川
龍
憲
さ
ん

司
会

・
市
教
委
同
和
教
育
主
査

津
留
忠
義
さ
ん

お
こ
と
わ
り
運
動
の

逝
旨
と
進
め
方
　
２

市
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

（市
人

権
協
）
で
は
、
こ
と
し
の
重
点
活
動

方
針
に

「身
元
調
査
を
し
な
い
、
さ

せ
な
い
、
許
さ
な
い
運
動
」
を
る
こ

す
こ
と
を
決
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

口
趣
旨
　
身
元
調
査
は
、
同
和
地
区

出
身
や
障
害
、
家
庭
条
件
、
そ
の
他

本
人
の
責
任
で
な
い
人
た
ち
に
人
生

の
門
出
で
あ
る
就
職
や
結
婚
な
ど
に

悪
い
影
響
を
与
え
る
。
ま
た
、
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

（私
生
活
に
関
す

る
こ
と
）
を
侵
す
な
ど
、
人
権
問
題

と
し
て
許
せ
ま
せ
ん
。　
一
人

一
人
を

同
じ
人
間
と
し
て
大
切
に
す
る

″差

別
の
な
い
明
る
い
ま
ち
″
を
つ
く
る

た
め
、
み
ん
な
で

「身
元
調
査
を
な

く
す
市
民
運
動
」
を
お
こ
し
ま
す
。

■
進
め
方
　
家
庭
や
地
域
、
団
体
、

職
場
な
ど
で
、
①

「身
元
調
査
を
し

な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
る
。
②
身
元
調
査

で
生
じ
た
害
悪
が
よ
く
わ
か
る
映
画

「明
子
の
愛
　
そ
し
て
―
」
（大
阪

の
結
婚
差
別
事
件
を
ド
ラ
マ
化
し
た

も
の
五
十
分
）
の
上
映
会
を
開
く
。

な
る
、
映
画
や
話
合
い
の
相
談

・

申
し
込
み
は
、
社
会
教
育
課

（電
③

二
五

一
六
）
か
同
和
対
策
室

（電
③

四

一
一
一
）
ま
で
。

大会の後、人権啓発のチランを配る人権協のみなさん
(羽犬塚駅で)
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呼

一人権 シンオ

身

元

調

査

に

か
わ
る
基
準
を

家
庭
の
立
場
か
ら
―

久
保
　
私
は
自
分
の
結
婚
で

「家
柄
が

ち
が
う
」
と
反
対
さ
れ
た
、
？
う
い
体

験
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
母
と
な
り
二
人
の
娘
を
結

婚
さ
せ
た
が
、
身
元
調
査
は

一
切
し
な

か
っ
た
。
相
手
の
人
間
性
を
知
る
た
め

身
元
調
査
に
か
わ
る
判
断
基
準
を
考
え

て
み
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
①
お
互

い
に
愛
情
が
あ
る
か

②
苦
し
い
と
き
、
悲

し
い
と
き
に
お
互
い

に
助
け
合
え
る
か

③
働
く
意
欲
を
も
っ

て
い
る
か

④
お
互

い
に
人
間
と
し
て
認

め
合
え
る
か
　
⑤
お

互
い
に
仕
事
を
も
っ

て
働
く
た
め
の
協
力

が
得
ら
れ
る
か
　
⑥

も
し
結
婚
に
反
対
さ

れ
た
と
き
、
家
族
を

説
得
す
る
努
力
を
す

る
か
　
⑦
信
念
を
も

っ
て
い
る
か
の
七
点

で
す
。

こ
の
身
元
調
査
お

こ
と
わ
り
運
動
は
、

ま
ず
、
わ
が
家
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

こ
だ
わ
り

の
な

い

意

識
づ

く

り

を

障
害
者
の
立
場
か
ら
―

東
　
私
は
、
六
年
前
か
ら
車
イ
ス
の
生

活
で
す
。
障
害
者
は
い
つ
で
も
首
に
、

「障
害
者
で
す
」
と
い
う
看
板
を
ぶ
ら

さ
げ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
、
身

元
調
査
や
面
接
の
前
に
、
す
で
に
切
り

捨
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
あ
る
県
立

高
校
が
車
イ
ス
障
害
者
の
入
学
を
拒
否

し
た
例
。
私
も
就
職
を
断
ら
れ
た
経
験

が
あ
り
ま
す
。

今
の
雇
用
主
や
妻
と
そ
の
両
親
は
理

解
が
あ
り
、
私
の
結
婚
の
と
き
は

「た

ま
た
ま
相
手
が
車
イ
ス
に
乗
っ
て
い
る

だ
け
の
こ
と
」
と
何
の
こ
だ
わ
り
も
な

く
認
め
て
く
れ
ま
し
た
。

障
害
者
は
、
そ
の
事
実
を

一
生
隠
す

こ
と
は
で
き
な
い
わ
だ
か
ら

「血
筋
」

と
か

「遺
伝
」
と
い
っ
た
偏
見
を
捨
て

障
害
者
と
い
う

「ち
が
い
」
を
認
め
た

う
え
で
、　
一
人
の
人
間
と
し
て
対
等
に

み
て
い
く
と
い
う
意
識
で
、

「身
元
調

査
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い

運
動
」
を
す
す
め
て
ほ
し
い
。

身

元

調

査

の

残
酷
さ
を
知
ろ
う

被
差
別
部
落
の
立
場
か
ら
―

田
中
　
被
差
別
部
落
の
人
た
ち
は
、
身

元
調
査
に
よ
っ
て
結
婚
や
就
職
を
断
ら

れ
た
者
が
多
い
。

興
信
所
や
地
名
総
鑑
な
ど
の
差
別
図

書
の
利
用
な
ど
、
陰
湿
化
し
て
い
ま
す
。

身
元
調
査
に
よ
っ
て
就
職
や
結
婚
と
い

う
人
生
の
門
出
を
ぶ
ち
こ
わ
さ
れ
る
こ

と
の
残
酷
さ
を
わ
か
っ
て
ほ
し
い
。
身

元
調
査
を
な
く
す
た
め
に
は
、
啓
発
だ

け
で
な
く
身
元
調
査
を
生
む
意
識
を
問

題
に
す
べ
き
だ
。

市
人
権
協
が
提
唱
し
て
い
る
こ
と
は

根
本
的
な
運
動
だ
。
身
元
調
査
を
許
さ

な
い
世
論
づ
く
り
の
市
民
運
動
と
、
法

律
や
行
政
指
導
と
が

一
体
と
な
っ
て
、

今
後
、
す
す
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。

私
が
「し
な
い
こ
と
」

か

ら

出

発

を

ま
と
め
（学
者
の
立
場
）
と
し
て

浅
川
　
身
元
調
査
お
こ
と
わ
り
運
動
は

日
常
生
活
の
中
で
身
の
ま
わ
り
の
差
別

を
見
直
し
、
私
た
ち
の
人
権
意
識
を
か

え
て
い
く
こ
と
で
す
。

身
元
調
査
は
、
相
手
を

「〇
〇
だ
か

ら
」
と
一
方
的
に
決
め
つ
け
る
。

「さ

れ
る
側
」
に
と
っ
て
は
た
い
へ
ん
恐
ろ

し
い
こ
と
で
す
。
ま
た

「す
る
側
」
に

と
っ
て
も
、
ど
れ
だ
け
真
実
が
わ
か
る

の
か
反
省
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

こ
の
運
動
は
、
第

一
に

「私
が
、
し

な
い
こ
と
」
か
ら
始
め

「自
分
の
意
識

を
」
か
え
る
。
第
二
に
は
筑
後
市
だ
け

で
な
く
、
広
ぐ
他
の
市
町
村
ま
で
広
げ

て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

他
人
の
戸
籍
や
住
民
票
は

覗
か
な
い
で
く
だ
さ
い

市
民
課
で
は
、
伍
た
の
戸
籍
や
住

民
基
本
台
帳
の
関
覧

（見
る
こ
と
）

が

「身
元
調
査
」
に
使
わ
れ
な
い
よ

う
、次
の
と
お
り
規
制
し
て
い
ま
す
。　

‐

①
戸
籍
、
除
籍
簿
の
閲
覧
は
、　
一
切

認
め
な
い
　
②

「不
当
な
目
的
」
に

よ
な
戸
籍
の
謄

・
抄
本
の
請
求
は
認

め
な
い
　
③
色
民
基
本
台
帳
の
閲
覧

は
原
則
と
し
て
認
め
な
い
　
④

「不

当
な
目
的
」
に
よ
る
他
人
の
住
民
票

や
戸
籍
の
付
票
の
写
し
の
請
求
は
認

め
な
い
　
⑤
虚
偽
や
偽
名
で
請
求
し

た
と
き
は
断
る
な
ど
で
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
田
校
区
に

地
域
住
民
の
会
が
発
足

同
和
問
題
を
自
分
た
ち
の
問
題
と

し
て
考
え
、
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
る

た
め
に
水
田
小
学
校
区
内
の
行
政
区

長
、
民
生
委
員
、
公
民
館
長
、
農
政

区
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦

人
会
が
集
ま
っ
て

「同
和
問
題
を
考

え
る
地
域
住
民
の
会
」

（近
本
廣
次

会
長
）
を
八
月
二
十
一
日
に
結
成
し

ま
す
。
発
会
式

（記
念
講
演
＝
大
谷

潜
人
嘉
穂
町
社
会
教
育
課
長
）
は
、

午
後

一
時
三
十
分
か
ら
農
協
会
館
で

行
わ
れ
ま
す
。
同
絞
区
内
の
人
は
、

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

掌縁
▼

軍

類

露

譲

露

露

要

向って左から、津留さん、浅)IIさ ん、田中さん、東さん、久保さん、藤田さん、近本さん

(3)



広 報 ち く ご

六
月
定
例
市
議
会
で
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
改
正
条
例
案
が
可
決
さ
れ

十
月

一
日
か
ら
水
道
料
金
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
二
年
毎
に
料
金
を
改
定
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
水

道
事
業
会
計
の
赤
字
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
る
た
め
で
す
。
十
月

一
日
か
ら
の

料
金
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ん
ど
改
定
し
た
新
料
金
は
、　
一
般
　
　
市
の

一
般
事
業
と
異
な
り
独
立
採
算
で

家
庭

（
一
三
ヂ
管
）
で
基
本
料

一
〇
ガ
　
　
運
営
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

ま
で
千
七
百
円

（旧
料
金
千
五
百
円
）
　
　
　
昭
和
五
十
九
年
度
の
決
算
見
込
み
で

で
、
基
本
料
金
の
み
三
百
円
の
引
き
上
　
　
は
、
久
留
米
広
域
上
水
道
企
業
団
へ
水

げ
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
買
受
代
金
の
支
払
い
が
年
間
九
千
六

ま
た
、
口
径
の
大
き
い
二
五
げ
以
上
　
　
十
万
円
で
、
こ
の
ほ
か
企
業
債
利
息
や

も
基
本
料
金
の
み
で
、
お
お
む
ね

一
三
　
　
水
道
施
設
の
維
持
管
理
費
、
減
価
償
却

。
三
至
の
引
き
上
げ
で
す
。

（改
定
料
　
　
費
、
事
務
費
な
ど
四
億

一
千
万
円
の
経

金
は
表
１
の
と
お
り
）　
　
　
　
　
　
　
　
費
が
必
要
で
す
。

水
道
事
業
は
、
住
民
福
祉
の
立
場
か
　
　
　
市
で
は
、　
一
般
会
計
か
ら
二
億
五
千

ら
生
活
用
水
を
で
き
る
だ
け
多
く
、
安
　
　
万
円
を
水
道
会
計
へ
繰
り
入
れ
、
四
千

く
供
給
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
　
　
九
百
万
円
の
単
年
度
黒
字
に
し
ま
し
た

が
、
昭
和
五
十
八
年
度
ま
で
の
赤
字
四

億
三
千
六
百
万
円
を
五
十
九
年
度
決
算

で
五
千
万
円
を
減
ら
し
ま
し
た
が
、
ま

だ
二
億
八
千
六
百
万
円
の
赤
字
決
算
の

見
込
み
で
す
。
大
日
の
利
用
者
が
い
な

い
筑
後
市
で
赤
字
を
な
く
す
た
め
に
は

現
在
の
料
金
を

一
。
六
倍
に
引
き
上
げ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
大
幅
引
き
上

げ
は

一
度
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

水
道
局
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
二
月
に

「水
道
事
業
財
政
計
画
」
を
つ
く
り
、

こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
、
受
水
費
の
削
減
、
受
益

者
の
負
担
増
、
内
部
の
経
費
節
減
な
ど

を
図
り
、
悪
化
を
続
け
る
水
道
事
業
経

営
の
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

〔表 1〕 改 定 料 金 表

国
勢
調
査

人
口
当

て
ク
イ
ズ

ー

８
月
末
日
ま
で

―

昭
和
六
十
年
国
勢
調
査
が
今
年
の
十

月

一
日
を
基
準
日
と
し
て
全
世
帯
を
対

象
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
、
こ
の

調
査
を
円
滑
に
す
る
た
め
に

「国
勢
調

査
の
筑
後
市
人
口
当
て
ク
イ
ズ
」
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。
昭
和
六
十
年
十

月

一
日
午
前
零
時
現
在
の
筑
後
市
の
人

口
を
予
想
し
て
く
だ
さ
い
。

国
応
募
資
格
　
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

⑮
応
募
期
間

・
方
法
　
人
月

一
日
か
ら

三
十

一
日
ま
で
の
一
カ
月
間
。
官
制
は

が
き
の
裏
面
に

「国
勢
調
査
人
口
当
て

ク
イ
ズ
」
と
記
入
し
、
予
想
人
回
、
応

募
者
の
住
所

。
氏
名

。
年
齢
を
記
入
し

て
筑
後
市
役
所
企
画
課
、
国
勢
調
査
人

口
当
て
ク
イ
ズ
係

（
〒
８３３
筑
後
市
大
字

山
ノ
井
八
九
八
番
地
）
へ
。　
一
人

一
枚

で
す
。

麗
賞
品
　
国
勢
調
査
人
口
に
最
も
近
い

人
口
を
予
想
し
た
人

（予
想
人
口
が
国

勢
調
査
人
口
を
超
え
た
人
は
除
く
）
か

ら
、
次
の
と
お
り
賞
品
を
贈
り
ま
す
。

一
位
　
　
　
　
一ハ
千
円
相
当
の
賞
品

二
位
～
三
位
　
四
千
円
相
当
の
賞
品

四
位
～
六
位
　
一二
千
円
相
当
の
賞
品

予
想
人
口
が
同
数
の
と
き
は
抽
選
で

順
位
を
決
め
ま
す
。
詳
し
く
は
、
企
画

課

（電
③
聖
三
、内
線
垂
こ

ま
で
。

基 本 料 金 超過料金ボ ごと

口径 13mm(10∬ まで)  1,700円
口径 21れm(20浦 まで)  3,400円
口径 25mm(30∬ まで)  5,100円
口径 3臨 (50∬ まで)  8,500円
口径 40mm(70ポ まで)  11,900円
口径 50mm(100∬ まで)  17,000円
口を 75mln以 上 (200∬ まで)34,00o円
公民館 (5ポ まで)     850円
工事その他一時使用 (1ボ まで)500円

消防演習用 (5分 まで)   900円

150円

150円

150円

150円

150円

150円

150円

150円

500円

5分毎に 900円

(4)
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学
校
校
舎
改
築
な
ど
５
議
案
を
可
決

１

７
月
臨
時
市
議
会

―

般
会
計
の
補
正
予
算
を
は
じ
め
、松
原
、

二
川
小
学
校
の
校
舎
増
改
築
、
下
妻
、

古
島
小
学
校
の
体
育
館
増
改
築
の
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

田
昭
和
六
十
年
度
市
一般
会
計
補
正
予
算

田
松
原
小
学
校
校
舎
増
改
築
の
本
体
工

事
請
負
契
約
に
つ
い
て

（契
約
金
額
は

一
億

一
千
五
百
万
円
）

田
二
川
小
学
校
校
舎
増
改
築
の
本
体
工

事
請
負
契
約
に
つ
い
て

（契
約
金
額
は

九
千
六
百
九
十
万
円
）

田
下
妻
小
学
校
屋
内
運
動
場
増
改
築
の

本
体
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

（契
約

金
額
は
九
千
四
百
五
十
万
円
）

田
古
島
小
学
校
屋
内
運
動
場
増
改
築
の

本
体
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

（契
約

額
は
九
千
四
百
三
十
万
円
）

１０
月
１
日
は

命Ｖ
国勢制蛇

み
ん
な
で
参
加
を

第
十
三
国
市
議
会

（臨
時
会
）
が
、

七
月
十
八
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
ん
ど
の
議
会
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
で
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
建
設
資
金
に
社
会
福
祉

・

医
療
事
業
団
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
の
借
入
金
の
元
利
債
還
金
相
当
額
を

昭
和
六
十

一
年
度
か
ら
八
十
年
度
ま
で

に
総
額
二
億

一
千
九
百
三
十
七
万
人
千

円
を
社
会
福
祉
協
議
会
へ
助
成
す
る

一
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税 金
〔ケ

ー
ス
①

〕
　

国

民
健
康

保
険
税

は

他

の
税
金

と
比

べ
る
と
高

い
と
思

い
ま

す
が

ど
う

し

て
で
し

ょ
う

か
。

ま
た
国

民
健
康

保
険

税

の
し
く
み
を

教
え

て
く
だ

さ

い
。

国

民
健
康

保
険

制
度
は
、

ふ
だ

ん
か

ら
人
そ
れ
ぞ
れ

の
収
入
や
資
産

（財

産

）

に
応

じ

て
お
金

（
税
金

）
を
出

し
合

い

病
気
や

ケ
ガ
な

ど

に
備
え

て
お

こ
う

と

い
う
、
助
け
合

い

（
相
互
扶

助

）
の
精

神

に
よ

っ
て
運
営

さ
れ

て

い
ま
す
。

日

ご

ろ

か

ら

健

康

管

理

を

私
た
ち
が
国
民
健
康
保
険
で
お
医
者

さ
ん
に
か
か
っ
た
ら
、
医
療
費
の
三
〇

で
は
自
分
で
負
担
し
ま
す
。
残
り
七
〇

ど
は
三
八

・
五
で
が
国
の
負
担
、
三

一

・
五
ど
が
国
民
健
康
保
険
税
で
負
担
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
し
く
み
に
な

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
医
療
費
が
増
え
る

税

金

の

計

算

は

国
民
健
康
保
険
税
が
高

い
理
由
に
は

税
の
し
く
み
に
も
原
因
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
市
民
税
な
ど
で
は
基
礎
控
除

の
ほ
か
に
配
偶
者
、
扶
養
、
生
命
保
険

医
療
費
控
除
な
ど
数
多
く
の
控
除
が
あ

り
ま
す
が
、
国
民
健
康
保
険
税
で
は
基

礎
控
除
だ
け
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
は
、
所
得
割

・
資

産
割

・
均
等
割

・
平
等
割
か
ら
税
額
が

算
出
さ
れ
ま
す
。
①
所
得
割
は
市
民
税

で
決
定
さ
れ
た
収
入
額

（所
得
）
か
ら

二
十
六
万
円

（
給
与
所
得
者
は
二
十
八

万
円
）
を
基
礎
控
除
し
、
残

っ
た
金
額

に
七

・
九
で

の
税
率
を
乗
じ
た
額
　
・②

資
産
割
は
固
定
資
産
税
の
税
額
に
四
〇

で

の
税
率
を
乗
じ
た
額
　
③
均
等
割
は

世
帯
員

一
人
当
た
り

一
万
三
千
七
百
円

④
平
等
割
は

一
世
帯
当
た
り
二
万
三
百

円
。

こ
れ
を
合
計
し
た
額
が
国
民
健
康

保
険
税
で
す
。
た
だ
し
、
税
額
は
三
十

と
当
然
、
国
民
健
康
保
険
税
も
高
く
な

り
ま
す
。

他
市
と
比
べ
る
と
筑
後
市
の
医
療
費

は
高
く
、
毎
年
六
～
七
で
も
の
割
合
で

う
な
ぎ
の
ば
り
に
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

必
要
な
と
き
だ
け
、
良
い
治
療
を
う

け
る
よ
う
に
し
、
特
に
、
は
し
ご
受
診

や
ク
ス
リ
ね
だ
り
な
ど
を
や
め
て
大
切

な
医
療
費
を
ム
ダ
使
い
し
な
い
よ
う
、

日
ご
ろ
か
ら
健
康
管
理
を
し
て
く
だ
さ

五
万
円
が
最
高
限
度
で
す
。

‐８

人

を

表

彰

―
少
年
非
行
防
止
の
標
語
で
―

筑
後
警
奈
署
と
少
年
補
導
員
連
絡
会

で
は
、
少
年
の
非
行
防
止
意
識
を
高
め

非
行
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
羽
犬
塚

・

筑
後
中
学
校
の
全
生
徒
を
対
象
に
少
年

非
行
防
止
標
語
を
募
集
、　
″非
行
の
芽

出
す
な
の
ば
す
な
育
て
る
な
″
な
ど
優

秀
作
品
十
八
点

（学
校
別
、
学
年
別
に

各
三
点
）
を
選
び
、
七
月
十
九
日
、
筑

後
警
察
署
で
表
彰
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
生
徒
は
、
次
の
と
お

り

（敬
称
略
）

〔羽
犬
塚
中
学
校
〕

一
年
　
茂
木
き
わ

こ
、
高
巣
順

一
、
黒
瀬
忍
　
一一年
　
田

中
幸
子
、
井
上
可
奈
、
松
谷
由
美
、
三

年
　
城
戸
秀
樹
、
中
尾
恵
美
、
原
田
美

佐
〔筑
後
中
学
校
〕

一
年
　
内
田
貴
子
、

近
藤
和
久
、
神
園
志
郎
、
二
年
　
入
部

七
王
美
、
中
島
悦
子
、
三
年
　
益
田
由

美
、
若
菜
美
輝
、
井
ノ
ロ
隆
彦

平
和
祈
念
の
黙
と
う
を
′

１
６
日

・
９
日
は
原
爆
記
念
日
―

こ
の
日
は
、
原
爆
が
落
さ
れ
た
時
間

に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
原
爆
死

没
者
の
慰
霊
と
平
和
祈
念
の
た
め
、　
一

分
間
黙
と
う
し
ま
し
ょ
う
。

６
日
　
午
前
八
時
十
五
分

９
日
　
午
前
十
一
時
三
分

し

相
　
談

ミ
ニ
カ
ー
の
運
転
は

普

通
免
許
が
必
要

ミ
ニ
カ
ー
の
運
転
は
、
普
通
自
動

車
免
許
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
二
月
十
四
日
以
前
に

大
型
特
殊
免
許
、
自
動
二
輪
免
許
ま

た
は
原
付
免
許
を
取
得
し
て

「
ミ
ニ

カ
ー
」
を
運
転
し
て
い
る
人
は
、
八

月
十
四
日
ま
で
に

「
ミ
ニ
カ
ー
限
定

免
許
」
試
験
を
う
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

「
ミ
ニ
カ
ー
限
定
免
許
」
を
取
得
し

な
け
れ
ば
、
八
月
十
五
日
か
ら
ミ
ニ

カ
ー
を
運
転
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。詳

し
く
は
、
筑
後
自
動
車
運
転
免

許
試
験
場

（電
③
五
二
〇
八
）
へ
お

尋
な
く
だ
さ
い
。

筑

後

川

の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集

建
設
省
で
は
、
筑
後
川
が
国
営
河

川
百
一
年
を
迎
え
た
の
を
記
念
し
て

次
の
と
お
り
筑
後
川
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

④
締
め
切
り
　
九
月
十
日

（人
）
消

印
有
効

団
応
募
先
　
建
設
省
筑
後
川
工
事
事

務
所

「筑
後
川

一
〇

一
」
記
念
行
事

実
行
委
員
会
事
務
局
、
筑
後
川
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
募
集
係

（
一Ｔ
８３０
久
留
米

市
高
野
町
三
二
一
一
、
電
〇
九
二
‐

三
二
十
九

一
三

一
）

⑮
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
ま
た
は

は
が
き
大
の
ケ
ン
ト
紙
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業

（学
校
名
）
、
郵

便
番
号
、
電
話
番
号
を
明
記

詳
し
く
は
、
応
募
先
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

中
学
校
卒
業
程
度
の

認
定
試
験
の
ご
案
内

県
で
は
、
病
弱

。
発
育
不
完
全
な

ど
の
理
由
で
義
務
教
育
を
う
け
る
こ

と
の
で
き
な
か
っ
た
人
に
、
中
学
校

卒
業
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る

か
の
認
定
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
合
格
者
に
は
、
高
校
入
学
の

資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

爾
願
書
受
付
期
間
　
八
月
十
二
日
か

ら
九
月
十

一
日
ま
で

⑮
受
付
場
所
　
福
岡
県
教
育
庁
指
導

第
二
部
指
導
第
二
課
庶
務
学
事
係

（

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七
‐
七
、
電

〇
九
二
‐
六
五

一
‐
一
一
一
一
）

⑮
試
験
日
　
十
一
月
八
日

（金
）
午

前
十
時
か
ら

詳
し
く
は
、
受
付
場
所
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

嘲

(5)
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よ
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―

毎
年

一
回
は
健
康
診
断
を
―

健
所
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
が
全
国
で

約
二
十
九
万
人
。
こ
の
う
ち
治
療
の
必

要
な
結
核
患
者
は
十
九
万
人
、
感
染
性

肺
結
核
患
者
は
三
万
三
千
人
も
い
ま
す
。

（昭
和
五
十
七
年
十
二
月
末
調
査
）

万
全

の
結
核
対
策

市
で
は
、
毎
年
結
核
予
防
法
に
基
づ

い
て
健
康
診
断
や
予
防
接
種
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

乳
幼
児
や
学
童
に
対
し
て
は
、
結
核

へ
の
感
染
の
有
無
を
調
べ
、
未
感
染
者

（
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
判
定
陰
性
者
）
に
は

Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
接
種
し
、
結
核
に
対
す
る
免

疫
を
つ
く
り
ま
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
効
果
持
続
期
間
が
延
長
し

た
た
め
、
乳
幼
児
期
と
小
学

一
年
二
年

生
、
中
学

一
～
二
年
生
の
と
き
、
そ
れ

ぞ
れ
定
期
予
防
接
種
を
受
け
ま
す
。

十
五
歳
以
上
の
方
に
は
、
事
業
主
、

学
校
長
、
市
長
、
施
設
長
が
責
任
者
と

な
っ
て
定
期
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

結
核
患
者
家
族
に
対
し
て
は
、
不
定

期
健
康
診
断
と
し
て
県
知
事
の
責
任
で

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ル
ス
の
感
染
で
、
乳
児
期
後
半
か
ら
幼

児
期
に
か
か
り
や
す
く
、
症
状
は
軽
く

数
日
で
発
疹
は
消
え
ま
す
。

国
の
中
に
発
疹
が
で
き
る
と
痛
が
っ

て
食
べ
る
の
を
い
や
が
る
の
で
、
冷
た

い
飲
み
も
の
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
与

え
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

プ
ー
ル
熱
　
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

感
染
で
発
熱
、
咽
頭
炎
、
結
膜
炎
な
ど

を
起
こ
し
、
プ
ー
ル
で
感
染
し
ま
す
。

潜
伏
期
間
は

一
週
間
ぐ
ら
い
で
、
発

熱
、
食
欲
不
振
、
頭
痛
、
咽
頭
痛
、
鼻

づ
ま
り
な
ど
、
風
邪
に
似
た
症
状
と
同

時
に
咽
頭
炎
や
結
膜
炎
を
伴
い
四
、
五

日
で
熱
は
下
が
り
ま
す
。

プ
ー
ル
の
水
質
基
準
の
厳
守
、
水
泳

後
の
洗
眼
、
う
が
い
な
ど
が
効
果
が
あ

り
ま
す
。

流
行
性
結
膜
炎
　
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
で

起
こ
る
結
膜
炎
の
流
行
は
夏
に
多
く
、

日
や
に
が
ひ
ど
く
な
っ
た
り
、
朝
起
き

た
と
き
、
上
下
の
ま
ぶ
た
が
く
っ
つ
い

て
開
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
結
膜

が
異
常
に
赤
く
な
り
伝
染
性
が
強
い
た

め
、
大
人
が
か
か
る
と
結
膜
だ
け
で
な

く
角
膜
ま
で
侵
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。
早
め
に
眼
科
医
の
診
察
を
受
け

まヽ
―し
ょ
】，
。

感
染
を
予
防
す
る
た
め
、
子
ど
も
に

手
袋
を
さ
せ
、
お
母
さ
ん
も
流
水
で
よ

く
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
患
者
が
発
生

し
た
ら
、
洗
面
器
や
タ
オ
ル
も
区
別
し

て
使
い
ま
す
。

結

肺 核

ガ 検

ン診

も で

発

見

市
で
は
、
毎
年
九
月
、
十
五
歳
以
上

の
方
を
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
に
よ
る

結
核
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
受
診
者
は
、
三
、　
一
三
ハ
人

で
精
密
検
査
が
必
要
な
人
が

一
〇
九
人

あ
り
、
こ
の
う
ち
未
受
診
者
二
人
を
除

い
て
八
女
保
健
所
や
医
療
機
関
の
診
断

で
結
核

一
人
、
肺
ガ
ン
ニ
人
、
そ
の
他

の
胸
部
疾
患
が
七
人
発
見
さ
れ
、
さ
ら

に
経
過
観
察
二
人
、
異
常
な
し
の
人
が

九
五
人
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
結
核
検
診
で
肺
ガ
ン

が

一
～
二
人
程
度
、
毎
年
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。

肺
ガ
ン
の
治
療
は
、
早
く
見
つ
け
て

取
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
手
術
以

外
の
方
法
で
肺
ガ
ン
を
治
す
方
法
は
あ

り
ま
せ
ん
。

早
期
発
見
が
大
切
で
す
か
ら

″結
核

検
診
ぐ
ら
い
″
と
思
わ
ず
、　
一
年
に

一

回
は
必
ず
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

こ
と
し
は
九
月
十

一
日
か
ら
二
十
日

ま
で
検
診
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
広
報

ち
く
ご
や
チ
ラ
シ
を
ご
覧
に
な
っ
て
、

検
診
車
が
近
く
に
来
る
日
や
、
都
合
の

よ
い
日
を
選
ん
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

全

国

的

に

は

ま

だ

多

い
結

核

結
核
は
、
慢
性
の
呼
吸
器
伝
染
病
で

す
。
か
っ
て
死
亡
原
因
第

一
位
を
占
め

亡
国
病
と
恐
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
年
々
低
下
し
て
昭
和
五
十
七

年
に
は
第
十
五
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
若
い
人
の
結
核
に
よ
る
死
亡
が

激
減
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
、

ヒ
ド
ラ
ブ
ド
、
リ
フ
ァ
ン
ピ
シ
ン
な
ど

で
治
療
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

や
結
核
予
防
対
策
、
国
民
の
生
活
水
準

の
向
上
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
欧
米
に
比
べ
死
亡
率
が
高

く
、
人
口
十
万
人
に
対
し
七

・
二
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
二
十
五
年
ご
ろ

ま
で
は
、
二
十
歳
前
後
の
死
亡
者
が
ト

ッ
プ
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
年
々
減

少
し
て
は
い
る
も
の
の
、
中
年
層
か
ら

高
年
齢
層
へ
と
次
第
に
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
結
核
予
防
法
に
基
づ
い
て
保

ゆ
だ
ん

で
き
な

い

子
ど

も

の
感
染
症

小
児
マ
ヒ
や
日
本
脳
炎
な
ど
は
、
予

防
接
種
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
問
題
に

な
ら
な
か
っ
た
比
較
的
軽
い
感
染
症
が

子
ど
も
の
病
気
の
中
で
、
ト
ッ
プ
を
占

め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
は
、
ど
う
し
て
感
染
症
に
か

か
り
や
す
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は

お
母
さ
ん
の
胎
内
に
い
る
と
き
も
ら
っ

た
免
疫
が
、
生
後
六
カ
月
ぐ
ら
い
で
効

力
が
失
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
こ
ろ

を
境
に
感
染
症
が
増
え
て
き
ま
す
。
特

に
三
、
四
歳
か
ら
は
幼
稚
園
な
ど
で
感

染
す
る
機
会
も
増
え
て
き
ま
す
。
子
ど

も
の
か
ら
だ
は
、
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て

抗
体
が
つ
く
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
か
ら
だ
は
、
い
ろ
い

ろ
な
病
気
に
か
か
る
た
び
に
そ
の
病
気

へ
の
免
疫
が
で
き
て
、
成
長
と
と
も
に

丈
夫
な
か
ら
だ
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

で
す
か
ら
、
病
気
と
う
ま
く
つ
き
あ
い

乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

注
意
し
た

い
夏

の
感
染
症

手
足
口
病
　
手
の
ひ
ら
や
足
の
裏
、
日

の
中
に
水
泡
を
伴
う
発
疹
が
出
る
の
が

特
徴
で
す
。

こ
の
病
気
は
、
コ
ク
サ
ッ
キ
ー
ウ
イ

(6)
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井 田 下 公 民 館 で

8月 29日 夜7:30分から

予
防
接
種

保
健
セ
ン
タ
ー
で

１
時
３０
分
～
２
時
３０
分

■
三
種
混
合

（
ジ

フ
テ
リ
ヤ
、
百
日
ぜ

き
、
破
傷
風
）

‐３
日
　
筑
密
、
羽
犬
塚
、
松
原
、
筑
後

北
校
区

２８
日
　
西
牟
田
、
古
川
、
水
田
、
水
洗

下
妻
、
古
島
、
三
川
校
区

⑮
対
象
者
は
生
後
二
十
四
カ
月
か
ら
四

十
八
カ
月
未
満
の
お
子
さ
ん
で
す
。　
一

期
は
二
歳
に
な
っ
て
毎
月
続
け
て
三
回

し
ま
す
。
二
期
は

一
期
終
了
後
、　
一
年

か
ら

一
年
半
の
間
に
一
回
し
ま
す
。
こ

の
間
に
接
種
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、

七
十
二
カ
月
を
限
度
に
二
種
混
合

（ジ

フ
テ
リ
ヤ

・
破
傷
風
）
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

健
康
相
談

■
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日
の
午
後

一
時

三
十
分
か
ら
二
時
二
十
分
ま
で
受
付
。

た
だ
し
、
参
月
は
ぉ
盆
休
館
の
た
め

・４
日

（水
）
と
１６
日

（金
）
は
休
み
に

な
り
ま
す
。

四
十
歳
以
上
の
方
は
、
ど
な
た
で
も

相
談
が
う
け
ら
れ
ま
す
。

■
下
妻
公
民
館

８
日
　
下
妻
、
富
安
区
を
対
象
に
、　
一

時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
ま
で
。

小
林
先
生
が
お
み
え
に
な
り
ま
す
。

■
欠
塚
公
民
館

２２
日
　
欠
塚
区
を
対
象
に
、　
一
時
三
十

分
か
ら
二
時
三
十
分
ま
で
、
吉
山
先
生

が
お
み
え
に
な
り
ま
す
。

食

　

中

　

圭号
　

を

防

ぎ

ま

し

ょ

う

夏
か
ら
秋
の
間
に
食
中
毒
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
夏

を
健
康
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
調
理
場
か
ら
ネ
ズ
ミ
・
ゴ
キ
ブ
リ

・

ハ
エ
を
駆
除
し
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う

□
手
指
に
切
り
傷
、
で
き
も
の
が
あ
る

人
、
下
痢
を
し
て
い
る
人
は
調
理
に
従

事
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

田
手
指
は
石
け
ん
で
よ
く
洗
い
清
潔
に

し

ま

し

ょ

う

田
食

品
は
加
熱

調
理
し
、
生
も

の
は
避

け
ま
し

ょ
う

田
調
理
し
た
仕
出

し
、
弁

当
、
鉢
盛

り

な
ど
は
で
き
る
だ

け
早
く
食

べ
ま
し

ょ

■
冷
蔵
庫

の
温
度
は
必
ず

一
〇
度
以
下

（
基
準

は
五
度

）

に
し
ま
し

ょ
う

″
空

か

捨

て

い
ま
、
あ
な
た
が
捨
て
た
空
か
ん
、

回
収
さ
れ
な
い
ま
ま
だ
と
、
も
と
の
土

に
戻
る
ま
で
、
ス
チ
ー
ル
缶
で
百
年
、

ア
ル
ミ
缶
で
は
五
百
年
も
か
か
り
ま
す
。

美
し
い
ふ
る
さ
と

。
自
然
を
守
る
た

め

「空
か
ん
を
投
げ
捨
て
な
い
で
」
、

８
月
は
、　
″空
か
ん
散
乱
防
止
強
化
月

間
″
で
す
。

や 犬
最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
放
し
飼
い
の
犬
か
ら
人
が

か
ま
れ
る
な
ど
の
被
害
も
出
て
い
ま
す
。

放
し
飼
い
は
、
法
律
に
よ
っ
て
罰
を

う
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
飼
い

犬
は
必
ず
つ
な
ぐ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
つ
。

ま
た
、
不
要
に
な
っ
た
犬
は
、
衛
生

課
で
引
き
取
り
ま
す
が
、
今
月
十
二
日

（月
）
と
十
五
日

（木
）
は
お
盆
の
た

め
休
み
ま
す
。

検

　

診

保
健
セ
ン
タ
ー
で

１
時
３０
分
～
２
時
３０
分

■
乳
児

（四
カ
月
児
）
検
診

２０
日
　
６０
年
４
月
生
ま
れ
の
乳
児

身
長
、
体
重
測
定
の
ほ
か
、
内
科
医

と
整
形
外
科
医

に
よ
る
発
育
状
態

の
検

査
が
あ
り
ま
す
。

■

一
歳
半
児

の
検
診

（
個

人
通
知
済

）

５
日
　

５９
年

１
月
生
ま
れ

の
幼
児

問
診
、
身
長
、
体
重
測
定
、
歯
科
医

に
よ

る
歯

の
検
査
が
あ
り
ま
す
。

ま
た

″
虫
歯

予
防

″

の
ス
ラ
イ
ド
が
映
写

さ

れ
ま
す
。

麻

し
ん

（
は
し
か
）
の
予
防
接
種

の

問
診
票
も

さ
し
あ
げ

ま
す

の
で
、
ぜ

ひ

出
席

し

て
く
だ

さ

い
。

め の

こ脅
よ 、、

う は

な ん

い  //

で は

多数ご参加ください

志 公 民 館 で

8月 23日 夜7:30分から

田中 大平 ちゃん

(昭和59年 8月 28日 生)

日中和之さん(29)、 仁美さん

(28)の長男。 〔新溝区〕

病気もせず、毎日腕白ぶり

を発揮しています。「おおら

かで、人の気持ちがわかる子

どもに育って」と仁美さん。

赤
ち
や
ん
登
場

⑩

υ
保
健
衛
生
だ
よ
り
）
ほ
け
ん
え
い
せ
い

講師丸 岡三夫 先生ほか
を開きます

講師山崎博愛 先生ほか

(7)
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子供 図書室 「野 中文庫 」 がで きる

野中公民館 に、子供図書室「野中文

庫」がで きた。これは、「身近な所に

いい本 を置 き、子 どもた ちの育成に役

立てよ う」 と区民の寄贈 と区の予算 10

万円で約 250冊の蔵書でスター ト。

運営は、すべて区民のボランテ ィア

大人 6人 、小学 5、 6年生 4人 が申し

出て毎週 日曜 日午前10時から12時 まで

対面朗読や貸 し出 しを行 っている。

第 二 桜 園 で 夏 ま つ り
 大報屋沈

精神薄弱者厚生施設「第二桜園」 (田

島義介園長、30人)の 中庭で夏まつ り

があった。

これは、娯楽が少い園生活者に楽 し

んでもら才っヽうと、同園が開いたもの。

全職員ハ ッピ姿で、金魚す くい、たこ

焼、ホ ットドッグ、焼鳥、才Эヽにぎりな

どの模疑 (露)店の店員に変身。客の

同園生活者は大は しゃぎ 〔写真下〕

Tンテ

(8)

昭和 60年 8月 1日  376号

２２

日

ま

で

に
提

出

を

′

―

国

民

年

金

証

書

―

国
民
年
金

（福
祉
年
金
）
を
も
ら
っ
　
　
を
渡
し
ま
す
。
証
書
を
受
け
取
る
ま
で

て
い
る
方
は
、
八
月
の
福
祉
年
金
を
受
　
　
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

け
取
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
証
書
を
市
役
所
　
　
　
次
の
会
場
で
も
受
付
し
ま
す
の
で
ご

国
民
年
金
係
へ
提
出
し
ま
し
ょ
う

（提
　
　
利
用
く
だ
さ
い
。

出
期
限
は
二
十
二
日
ま
で
）　
　
　
　
　
　
‐９
日
　
午
前
十
時
～
十

一
時
＝
濤
口
公

証
書
を
提
出
さ
れ
ま
す
と
、
証
書
と
　
　
民
館
、
午
後
二
時
～
三
時
＝
馬
間
田
公

引
き
換
え
に

ぉ
国
民
年
金
証
書
保
管
証
　
　
民
館

お
盆
の
た
め
体
み
ま
す

―
ご
み
収
集

・
病
院
な
ど
―

お
盆
の
た
め
市
役
所
、
市
立
病
院
な

ど
、
業
務
を

一
部
休
み
ま
す
。

日
ご
み
収
集
　
十
五
日

（木
）
、
十
六

日

（金
）
は
休
み

こ
の
日
、
収
集
予
定
区
域
の
家
庭
は

次
回
収
集
日
ま
で
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

日
し
尿
く
み
取
り
　
十
五
日

（本
）
、

十
六
日

（金
）
は
休
み

田
市
立
病
院
　
十
五
日

（木
）
、
十
六

日

（金
）
は
外
来
休
診

（た
だ
し
、
急

患
を
除
く
）

田
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
　
十
五
日
（本
）

十
六
日

（金
）
は
休
み

Ｂ
窓
ヶ
原
体
育
館
、
水
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
集
会
所

・
プ
ー
ル
、
郷
土

資
料
館
　
十
五
日
（木
）、
十
六
日
（金
）

は
休
み

□
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
十
二
日
（月
）

か
ら
十
六
日

（金
）
ま
で
休
み

口
戸
籍
、
住
民
票
な
ど
の
窓
国
　
市
役

所
の
窓
口
業
務
は
平
常
ど
お
り

農
用
地
の
除
外

・
編
入

申

請

は

２０

日

ま

で

農
振
農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
農
地

以
外
の
も
の

（宅
地
な
ど
）
へ
の
転
用

（変
更
）
は
、
原
則
と
し
て
許
可
さ
れ

２０
日
　
午
前
■
時
～
十

一
時
＝
寛
元
寺

公
民
館
、
午
後
二
時
～
三
時
＝
水
田
コ

ミヽ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
集
会
所

福
祉
年
金
は
、
毎
年

一
回
本
人
や
家

族
の
所
得
な
ど
を
調
査
し
た
う
え
で
、

一
年
間
の
福
祉
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か

ど
う
か
が
き
め
ら
れ
ま
す
。
国
民
年
金

証
書
の
提
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
十

一
月

に
受
け
取
る
福
祉
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま

せ
ん
が
、
や
む
を
得
な

い
事

情

で
転

用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
と
き
は
、
次

の
要
件
を

備
え
れ
ば
許

可
さ
れ
ま
す
。

①

除
外

し
よ
う
と
す

る
農

用
地
区
域
外

に
代
替

土
地
が
な

い

②

除
外

し
よ
う

と
す

る
農
地
が
除
外

地

に
隣
接

し
、
除
外
後

も
農

用
地
区
域

の

農
地

の
利
用
を
防
げ

る

こ
と
が
少

い

③

除
外

し
た
後

で
も
農

用
地
区
域

の
集

団
性
が
失

わ
れ
な

い

④
変
更

後

、
宅

地
な
ど
と
農
地
が
混

じ

り
合

わ
な

い

（
土
地

利
用

の
混
在
が
生

じ
な

い
）

な

る
、
国

な
ど

の
補

助
を

受
け
、
土

地
基
盤
整

備
事
業
を

実
施

し
た
農
地
は

原
則

と
し

て
認

め
ら
れ
ま

せ
ん
。

転

用
す

る

に
は
、
事
前

に
農

用
地
区

域

か
ら
除
外

の
手
続

き
が

必
要

で
す
。

市

で
は
、

こ
の
手
続

き

の
た
め
、
農

業
振
興
地
域
整

備
促
進
協
議
会

を
毎
年

二
回
程
度
開

い
て

い
ま
す
。
今
度

の
協

議
会
は
九
月
二
日
に
開
き
ま
す
。
次
回

は
来
年
二
月
に
開
く
予
定
で
す
。

や
む
を
得
な
い
事
情
で
除
外

（又
は

編
入
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、

八
月
二
十
日

（火
）
ま
で
に
必
要
書
類

を
添
え
て
農
政
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

※
農
振
農

用
地

と
は
、
農
業
振
興
地
域

の
整
備

に
関
す

る
法
律

（
昭
和

四
十
四

年

九
月
施

行

）
に
よ

っ
て
地
域

の
特
性

を
生
か
し
た
農
業

経
営
が

で
き
る
よ
う

に
地
域
指
定
を
す

る
も

の
で
、
筑
後
市

で
は
、
昭
和

四
十
七
年

に
全
市

（
四
、

二
七
三
紛

）
の
う
ち
市

の
中
央
部

の
都

市

計
画
用
途

区
域

（
五
九
〇
の

）
を
除

い
た
二
、

六
四
七
紛
が
農
業
振
興
地
域

で
す
。

さ
ら

に
、

こ
の
地
域
内

の
宅

地

な
ど
を
除

い
た

一
、
八
五

一
紛
が
農
用

地

で
す
。

詳

し
く
は
、
農
政
課
農
政
係

（
電
③

四

一
一
一
）
ま

で
。
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道
路
は
、
通
勤
、
通
学

ま
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど

私
た
ち
の
日
常
生
活
を
ス

ム
ー
ズ
に
し
て
く
れ
ま
す

人
の
移
動
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
毎
日
の
生
活
に

必
要
な
食
糧
、
衣
類
な
ど

物
の
輸
送
で
も
重
要
な
役

害
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
道
路
の
地
下

に
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

水
道
管
、
電
話
線
な
ど
も

網
の
目
の
よ
う
に
走
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
台
風
や
地
震
な
ど
の
と
き

避
難
路
と
し
て
、
火
災
の
延
焼
防
止

消
火

・
救
護
活
動
の
場
と
し
て
も
活

用
さ
れ
、
私
た
ち
の
生
命
や
財
産
を

守
る
役
割
も
果
し
て
い
ま
す
。

道
路
の
い
ろ
い
ろ
な
役
割
を
理
解

し
て
道
路
を
愛
護
し
ま
し
ょ
う
。

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

定

例

講

座

案

内

婦

人
大

学

（
２０
日

）
、
女
性

セ
ミ
ナ

ー

（
１

・
８

・
２２

・
２９
日
）
、
人
権
教

育
専
門
講
座

（
２

・
９

ｏ
２３

・
２８
日
）
、

西
牟

田
校
区
婦

人
学
級

（
２
日
）
、
手

芸
講
座

一
部

（
６

・
１９
日
）
、
手
芸
講

座

二
部

（
７

ｏ
２７
日
）
、
健
康
美
容

体

操
講
座

（
５

，
・２

・
・９

・
２６
日
）
、
社

交
ダ

ン
ス
講
座

（
６

・
２０

。
２７
日
）
、

料

理
講
座

（
７
日
）

道路にも伝わるあなたの思いやり
3月 は適路を守る月間です

「バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭
り
」
に

参

加

し

ま

せ

ん

か

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
を
中
心
に
、

次
の
と
お
り
第
二
回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭

り
を
開
き
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

④
と
き
　
八
月
十
八
日

（日
）
午
前
九

時
か
ら

鰻
と
こ
ろ
　
船
小
屋
中
ノ
島
公
園
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場

団
参
加
資
格
　
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

で
隣
組
な
ど
行
政
区
単
位

以
下

の
チ
ー

ム
で
九
人
以
上

回
申

し
込
み
　
参

加
料
千
円
を
添

え

て

八
月
十
二
日

（
火

）
ま
で

に
社
会

教
育

課
体
育
係

へ
申

し
込

ん

で
く
だ

さ

い
。

詳
し
く
は
、
社
会

教
育

課
体
育
係

（
電

③

二
五

三

０

ま
で
。

子
ど
も
料

理
教
室

市
母

子
会

（
広
松
キ

ソ
ヨ
会

長

）
で

は
、
母

子
家
庭

の
お
子

さ
ん
を
対
象

に

次
の
と
お
り
子
ど
も
料
理
講
習
会
を
開

き
ま
す
。
希
望
者
は
ご
参
加
く
だ
さ
い

団
と
き
　
八
月
五
日

（月
）
と
二
十
六

日

（月
）
午
前
十
時
か
ら

制
と
こ
ろ
　
佑猟
後
高
等
料
理
学
院

（山

ノ
井
、
国
鉄
羽
犬
塚
駅
前
）

醒
対
象
者
　
母
子
家
庭
の
四
年
生
以
上

高
校
生
ま
で

交
流
勉
強
会
に
参
加
を

ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
グ

ル
ー
プ

（
ゆ
ず

り

葉

。
み
ず

ぐ
る
ま

。
つ
ば

さ
）
で
は
、

次
の
と
お
り
朗
読
奉
仕
な
ど
の
交
流
勉

強
会
を
開
き
ま
す
。

中
学
生
以
上
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

國
と
き
　

八
月
九

日

（金

）
、
十

日

（

土

）
、

二
日
間
と
も
午
前
十
時

か
ら
午

後

三
時

三
十
分
ま

で

醒
と

こ
ろ
　
動

労
婦
人

セ

ン
タ
ー

省

エ
ネ

ル
ギ

ー

の

作

文

を

募

集

県
で
は
、
小

・
中
学
生
を
対
象
に
、

次
の
と
お
り

「省
資
源

・
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
の
作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

家
庭
や
学
校
な
ど
で

「
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
上
手
な
使
い
方
」

「
ム
ダ
や
節
約
」

「も
の
を
大
切
に
す
る
」
な
ど
省
資
源

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
具
体
的
に
実
行
し

て
い
る
事
例
や
体
験
談
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
原
稿
用
紙

（四
百
字
詰
）
に
三

枚
以
内
。
学
校
名
、
学
年
、
氏
名

（ふ

り
が
な
）
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

④
応
募
締
切
り
　
九
月
二
十
日

（月
）

ま
で

（当
日
消
印
有
効
）

醒
郵
送
先
　
福
岡
県
商
工
部
消
費
生
活

局
消
費
生
活
課

（
〒
８‐２
福
岡
市
博
多
区

東
公
園
七
十
七
、
電
話
〇
九
二
十
六
二

二
十
〇
四
〇
八
）

6月 の人の動き――

出 生    44人
死 亡    22人
人口計 43,254人

(前 月より51人増)

男   20,659人
女   22,595人
世帯敷 ll,387戸

住民基本台帳から――――

6月 の 交 通 事 故 状 況

発生件数 27件 (151)

負傷者数 35人 (195)

死亡者数  1人 (2)

※ ( )内は 1月 から6

月までの累計です。

◎死亡事故「ゼロ」は21日

(6月 30日 現在)

筑後市交通安全対策協議会資料

ブール開きでハンギリ競争

待 ちに待ったプールが完成、古島小

学校 (横溝鉄男校長、182人)で 19日 プ

ール開きがあつた。

式典の後、恒例のハ ンギリ競争が行

われた。同 じ位置でぐるぐる回る者、

転覆する者、プールサイ ドの子 どもた

ちと父母の爆笑と声援の中で、ハ ンギ

リに乗った 5。 6年生は大奮聞。

高学年は飛梅館、低学年は古川

7日 、西牟田小学校で行われた第 1

回市内少年剣道大会の成績は、次のと

おり。

〔団体〕高学年 優勝=飛梅館道場A

準優勝=西牟田剣道 A、 3位=古川剣

道A、 水洗剣道A、 低学年 優勝=古

川剣道A、 準優勝=下妻父l」道A、 3位

=松原剣道 B、 水洗剣道A

〔個人〕男子 優勝=城崎良治(古島)

準優勝=有働昌文(松原)、 3位=宮崎

崇嘉(筑後)、 本村聖二 (羽犬塚)

女子 優勝=松石忍 (松原)、 準優勝=
宍戸雅美 (筑後)、 3位 =野田香織 (筑

後北)、 永松里美 (羽犬塚)

(9)
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家
庭
と
文
化

′

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

″気
晩
″
と
大
き
く
書
か
れ
た
団

旗
の
下
で
稽
古
に
励
ん
で
い
る

「古

川
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
の
皆
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。

バ
ラ
エ
テ
イ
に
富
む

団

員

の

性

格

古
川
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、

ま
じ
め
型
、
五
年
生
と
四
年
生
は
の

ん
び
り
屋
、
三
年
生
は
ち
ゃ
め
っ
気

そ
し
て
女
子
は
全
員
が
お
嬢
さ
ん
タ

イ
プ
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
み
、
団
全

体
の
楽
し
い
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
中
途
退
団
者
も
な
く

み
ん
な
す
ば
ら
し
い
根
性
の
持
ち
主

で
す
が
、
そ
れ
が
表
面
に
出
な
い
の

が
欠
点
と
い
え

ば
欠
点
。

稽
古
は
、
藤

木
哲
二
四
段

（

２８
＝
市
職
員
）

横
溝
俊
二
郎
三

生
や
父
親
の
指
導
で
毎
週
火
曜
、
木

曜
、
土
曜
日
の
夕
方
五
時
三
十
分
か

れ牛船Ⅶ陸叫わ学重「略沸オ旨‐こ報堆

そ
し
て
相
手
を
思
い
や
り
尊
敬
し
、

に

励

ん

で

い
ま

す

。

七
月
大
会
で
初
優
勝

最
近
、
そ
の
実
力
も
着
実
に
向
上

し
、
七
月
に
行
わ
れ
た
市
内
大
会
で

高
学
年
は
三
位
に
、
低
学
年

は
み
ご
と
初
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。

親
子
の
触
れ
合
い
も

団
発
足
と
同
時
に
結
成
さ

れ
た
後
援
会
は
、
田
中
康
治

会
長

（
４３
＝
新
溝
）
、
金
納

孝
博
副
会
長

（３８
＝
濤
口
）

を
中
心
に
、
団
員
の
健
全
な

心
身
の
育
成
を
目
的
と
し
て

団
の
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

夏
は
キ
ャ
ン
プ
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
、
冬
は
雑
煮
会

親
子

の
触

れ
合

い
を
深

め
、

さ
ら

に

団
員
相
互

の
親
睦
を

図

っ
て
い
ま
す
。

楠

の
新
緑
が
香

る
尚
武

の
地

に
、

若

い
芽
が
確
実

に
育

っ
て

い
ま
す
。

記
事

は
、
藤
木
哲

二
四
段

市
内
の
少
年
剣

道
団
体
の
中
で

最
も
新
し
く
、

昭
和
五
十
六
年

人
月
に
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

団
員
は
現
在
二
十

一
人
、
横
溝
拓

也
主
将
を
は
じ
め
副
主
将
横
溝
庸
男

君
、
国
中
寛
宗
君
、
山
口
秀
郎
君
、

江
崎
元
信
君
を
中
心
に
六
年
生
九
人

五
年
生
五
人
、
四
年
生
十
二
人
、
三

年
生
五
人
、
こ
の
う
ち
女
子
が
八
人

で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
も
、
六
年
生
は

▽
グ
ル
ー
プ
紹
介
△
　
⑪
）

シ
リ
ー
ズ
　
私
た
ち
の
仲
間

「古
川
剣
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」

カントは絵画グループ「泉」

川原 久代 さん (不日泉中)

段

（３７
＝
市
職
員
）
を
中
心
に
中
学
　
　
牛
島
洋
副
会
長

（３０
＝
濤
口
）

す

べ
て
に
感
謝

の
心
を
持

て
る
人
間
　
　
春

は
親
子

の
対
抗
戦
な
ど
、

形
成

」
を

目
標

と
し

て
心
身

の
鍛
錬

　

　

い
ろ

い
ろ
な
催

し
を

通
じ

て

鬱 醇誠角迎

〔児童向き〕 回アリス館「たのし

いゆびあそび」 団落合恵子「ママ

のせなかにめがあった?」 口舟崎

靖子「手のひらのねこ」 ロエリッ

ク・ヒル「コロちゃんのおさんIF」

団福島博「昭和基地物語」 団シュ

ールマン「わたしキャンプの名投手」

団ギフ「ついてないねロナルドくん」

団柴田隆「駆けぬけた夏」 団那須

正幹「ぼくらは海へ」

〔一般向き〕 団石島紀之「中国抗

日戦争史」 団犬養道子「人間の大

地」 団三修社「海外いい旅。新発

見」 団倉鳴厚「暮らしの気象学」

団松井栄―「国語辞典にない言葉」

園丹羽支雄「ひと我を非情の作家と

呼ぶ」 団佐藤愛子「スニヨンの一

生」 団朝日新聞社「飢えるアフリ

カ」 口沢地久枝「治海よ眠れ」

〔日曜開館日〕 4日  18日

小
・申
学
生
の
人
権
作
文
集

「生
き
る
」
か
ら

言
葉
よ
り
行
動
を

筑
後
中
　
一二
年

「み
ん
な
で
あ
の
人
ば
無
視
す
い
」
よ
く

そ
ん
な
言
葉
を
耳
に
す
る
が
、
ウ」れ
も
一
つ

の
差
別
だ
と
思
う
。
私
も
昔
そ
ん
な
事
を

し
た
覚
え
が
あ
る
。
無
視
す
る
理
由
は
簡

単
な
も
の
で
、
た
だ
単
に
そ
の
人
の
い
ば
っ

た
態
度
が
気
に
入
ら
な
か
っ
た
だ
け
で
あ

る
。
そ
の
時
は
悪
者
を
退
治
し
た
正
義
の

味
方
の
様
な
気
分
で
い
た
の
だ
が
、
後
で
考

え
る
と
、ず
い
ぶ
ん
ひ
ど
い
事
を
し
た
と
思

う
。
私
た
ち
は
そ
の
人
の
気
持
ち
を
理
解

し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
の
人
を

一
人

の
友
達
、
一
人
の
人
間
と
し
て
考
え
て
い
れ

ば
、
あ
ん
な
事
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

世
の
中
に
は
、
も
っ
と
ひ
ど
い
差
別
を

受
け
て
い
る
人
が
大
勢
い
る
。
部
落
や
職

業
、
祖
先
の
事
…
…
。
昔
の
身
分
制
度
が

今
も
な
る
生
き
続
け
て
い
る
。

人
権
学
習
が
さ
か
ん
に
な
っ
た
今
も
差

別
が
絶
え
な
い
の
は
や
は
り

「差
別
を
な

く
さ
な
く
て
は
…
…
」
と
思
う
心
が
言
葉

だ
け
で
終
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
思
う
だ
け
で
は
な
く
実
際
に
行

動
へ
移
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。　
一
口
で
差
別

を
な
く
す
と
い
っ
て
も
と
て
も
難
し
い
事

だ
。
難
し
い
事
だ
か
ら
こ
そ
、
皆
が
協
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
ま
ず
ｇ
百

葉
よ
り
行
動
」
を
。

差冴Jを なくそう④
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